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平成２６年第４回 

美唄市議会定例会会議録 

平成２６年１２月１２日（金曜日） 

午前１０時００分 開議 

 

◎議事日程 

 第１ 会議録署名議員の指名 

第２ 委員長報告 

   1 議案第 57 号 美唄市放課後児童健

全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例制定の件（総務・

文教） 

   2 議案第 58 号 美唄市消防団員等公

務災害補償条例の一部改正の件（総

務・文教） 

   3 請願第 1 号 集団的自衛権を憲法

解釈変更で行使容認することに反対

する請願（総務・文教） 

   4 議案第 59 号 美唄市国民健康保険

条例の一部改正の件（産業・厚生） 

   5 議案第 60 号 美唄市一般廃棄物処

理施設条例の一部改正の件（産業・

厚生） 

   6 議案第 61 号 美唄市廃棄物の処理

及び清掃に関する条例の一部改正の

件（産業・厚生） 

7 議案第 62 号 美唄市家庭的保育事

業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例制定の件（産業・厚生） 

8 議案第 63 号 美唄市特定教育・保

育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例制定の

件（産業・厚生） 

9 議案第 64 号 美唄市保育所条例及

び美唄市認定こども園条例の一部改

正の件（産業・厚生） 

10 議案第 65 号 美唄市の一般廃棄物

処理事務委託の件（産業・厚生） 

11 議案第 66 号 平成 26 年度美唄市

一般会計補正予算(第８号)（予算審

査特別） 

12 議案第 68 号 平成 26 年度美唄市

一般会計補正予算(第９号)（予算審

査特別） 

 第３ 議案第 67 号 美唄市固定資産評価

審査委員会委員選任の件 

 第４ 意見書案第 26号 安全・安心の医療・

介護の実現、医療・介護従事者の大

幅増員と処遇改善を求める意見書 

 第５ 意見書案第 27号 廃棄物焼却施設の解

体に対する財政支援に関する意見書 

 第６ 意見書案第 28号 難病や小児慢性特定

疾病の患者の自己負担の見直しを求

める意見書 

 

◎出席議員（１４名） 

  議 長  内馬場 克 康 君 

  副議長  五十嵐   聡 君 

   １番  倉 本   賢 君 

   ２番  長谷川 吉 春 君 

３番  谷 村 知 重 君 

４番  丸 山 文 靖 君 

５番  本 郷 幸 治 君 

   ６番  森 川   明 君 

   ７番  吉 岡 文 子 君 

８番  桜 井 龍 雄 君 

９番  金 子 義 彦 君 

  １０番  高 田 正 則 君 
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  １２番  小 関 勝 教 君 

  １３番  土 井 敏 興 君 

 

◎出席説明員 

市     長  髙 橋 幹 夫 君 

副  市  長  藤 井 英 昭 君 

総 務 部 長  市 川 厚 記 君 

 市 民 部 長  竹 田   隆 君 

保健福祉部長兼福祉事務所長  山 崎 一 広 君 

 経 済 部 長  須 田 正 毅 君 

 都市整備部長  本 田 弘 明 君 

 市立美唄病院事務局長  高 倉 雄 治 君 

 消  防  長  後 藤 樹 人 君 

 総 務 部 総 務 課 主 査  置 田 孝 浩 君 

 

 教 育 委 員 会 委 員 長  高 橋 泰 浄 君 

 教  育  長  早 瀬 公 平 君 

教 育 部 長  伊 藤 敦 史 君 

  

 選挙管理委員会委員長  竹 山 哲 郎 君 

 

 農業委員会会長  小 川 俊 美 君 

 農業委員会事務局長  吉 村 清 孝 君 

 

 監 査 委 員  山 口 隆 慶 君 

 監査事務局長  濱 砂 邦 昭 君 

 

◎欠席説明員 

総務部総務課長  佐 藤   崇 君 

選挙管理委員会事務局長  佐 藤   崇 君 

 

◎事務局職員出席者 

 事 務 局 長  中 平 匡 司 君 

 次     長  三 上   忠 君 

 

午前１０時００分開議 

●議長内馬場克康君 これより、本日の会議

を開きます。 

 

●議長内馬場克康君 日程の第１、会議録署

名議員を指名いたします。 

１番 倉本賢議員、 

２番 長谷川吉春議員 

を指名いたします。 

 

●議長内馬場克康君 次に日程の第２、委員

長報告に入ります。 

順序１、議案第 57 号美唄市放課後児童健全

育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例制定の件ないし順序 12、議案第 68 号 

平成 26 年度美唄市一般会計補正予算(第９号)

の以上 12 件を一括議題といたします。 

本件について、それぞれ委員長の報告を求

めます。 

まず、議案第 57 号ないし請願第１号の以上

３件について、高田総務・文教委員長。 

●総務・文教委員長高田正則議員（登壇） 初

めに、ただいま議題となりました議案第 57 号

美唄市放課後児童健全育成事業の設備及び運

営に関する基準を定める条例制定の件、議案

第 58 号美唄市消防団員等公務災害補償条例

の一部改正の件の以上２件について、総務・

文教委員会の審査の経過並びに結果をご報告

申し上げます。 

経過といたしまして、12月９日、委員会を

招集して審査いたしました。 

初めに、議案第 57 号における質疑・答弁の

うち、主なものを申し上げます。 
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初めに、南美唄小学校区の放課後児童施設

だけが、学校から距離がある南美唄コミュニ

ティセンターで実施しているが、道路条件や

防犯等について、行政の責任としてどのよう

に考えているのか、との質疑に対し、教育委

員会としても、また、学校としても、児童が

施設に向かう途中での事故防止、安全確保と

いうことから、施設が学校敷地内にあること

が望ましいと考えている。また、保護者の大

部分が学校内の施設を希望している状況から、

そのスペース確保の調整について学校と協議

し、早期の移転について努力していく。との

答弁。 

次に、放課後児童施設の負担金、月額 4,500

円の使途について、との質疑に対し、平成 25

年度決算で事業費全体が約 1,900 万円の費用

がかかっており、そのうち４分の１の約 500

万円を負担金で賄っている。内訳としては、

人件費やおやつ代になっている。との答弁。 

次に、議案第 58 号における質疑・答弁につ

いて申し上げます。 

この条例の一部改正により、共済の掛金に

影響があるのか、との質疑に対し、今回の条

例改正に伴う掛金等の改定はない。との答弁。 

結果といたしまして、議案第 57 号及び議案

第 58 号の以上２件につきましては、原案のと

おり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、請願第１号集団的自衛権を憲法解釈

変更で行使容認することに反対する請願につ

いて、本委員会の審査の経過並びに結果をご

報告申し上げます。 

本件は、先の第３回定例会において付託さ

れたもので、継続審査となっているものであ

ります。 

その後の経過といたしまして、12 月９日に

委員会を招集し、審査いたしました。 

審査における委員からの意見としては、集

団的自衛権が行使できるようになったからと

いって、憲法の平和主義が崩れたわけではな

く、また、戦前の軍国主義に戻るものではな

いと考えている。 

閣議決定が打ち出した３つの条件は、 

１つに、日本の存立が脅かされ、国民の生

命、自由と幸福の追求権が、根底から覆され

る明白な危険がある。 

２つに、日本の存立を全うし国民を守るた

めに他に手段がない。 

３つに、必要最小限の実力行使にとどまる

ことをあげており、憲法は自衛権を禁じてい

ない以上、条件が整えば、集団的自衛権を行

使できると考える。といった意見。 

憲法解釈の変更ということで、これは憲法

違反である。世論の声も非常に高まっており、

容認すべきではない。といった意見。 

国民に問う場がないまま閣議決定のみで集

団的自衛権行使を容認するという形をとった

ことが問題である。日本国憲法が禁じている

武力行使、これを部分的にでも許すことにな

れば、日本の国民が戦争に巻き込まれるかも

しれない。といった意見がありました。 

その後、討論を経て採決に入りましたが、

ご異議がありましたので、起立採決を行い、

結果といたしまして、請願第１号は、不採択

とすべきものとし、意見として「願意に沿い

難い」と決定いたしました。 

本委員会の決定どおり、ご承認いただきま

すようお願い申し上げまして、報告を終わり

ます。 
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●議長内馬場克康君 次に、議案第 59 号ない

し議案第 65号の以上７件について、小関産

業・厚生委員長。 

●産業・厚生委員長小関勝教議員（登壇） 

 ただいま議題となりました議案第 59号美

唄市国民健康保険条例の一部改正の件、議案

第 60 号美唄市一般廃棄物処理施設条例の一

部改正の件、議案第 61 号美唄市廃棄物の処理

及び清掃に関する条例の一部改正の件、議案

第 62 号美唄市家庭的保育事業等の設備及び

運営に関する基準を定める条例制定の件、議

案第 63 号美唄市特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の運営に関する基準を定め

る条例制定の件、議案第 64 号美唄市保育所条

例及び美唄市認定こども園条例の一部改正の

件、及び議案第 65 号美唄市の一般廃棄物処理

事務委託の件、の以上７件について、産業・

厚生委員会の審査の経過並びに結果をご報告

申し上げます。 

経過といたしまして、12月９日、委員会を

招集して審査をいたしました。 

初めに、議案第 59 号に対する質疑・答弁の

うち、主なものについて申し上げます。 

初めに、この改正については、医療訴訟に

対応する部分の保険掛金が引き下げられるこ

とにより、相当分を出産育児一時金に上乗せ

する内容と理解するが、出産費用、出産育児

一時金の実態はどうなっているのか、との質

疑に対し、平成 24 年度全国の平均的な出産費

用は、41万 7,064 円となっている。出産育児

一時金の 42万円については、分娩機関から直

接市に請求されるが、出産育児一時金の 42 万

を超える場合は、分娩機関が本人に請求し、

下回る場合は、差額を市の国保が償還という

形で本人にお返しをしている。との答弁。 

次に、産科医療補償制度の掛金が引き下げ

となった理由はどういうものか、との質疑に

対し、掛金の引き下げの理由については、平

成 21 年の開始時に推定した数よりも、大幅に

補償対象の実績が下がり、余剰分を基金とし

て積み立てていたが、その基金を取り崩して

保険料に充当されることとなったため、引き

下げとなった。との答弁がありました。 

次に、議案第 60 号に対する質疑・答弁のう

ち、主なものについて申し上げます。 

平成 27 年度供用開始となるストックヤー

ドと堆肥化施設は、平成 27 年度から指定管理

が始まり、同じ敷地にある最終処分場は、指

定管理の更新が平成 28年度となる。この３施

設は一体的な管理が望ましいと考えるが、ど

のように考えているのか、との質疑に対し、

基本的な考えとしては、経費の面から一体的

な管理を考えているところではあるが、指定

管理者の選定については、選定委員会が最終

的な決定を行うこととなっており、12月 15

日開催の選定委員会の中で、指定管理期間の

１年間のずれをどうするかを含め、議論され

ることとなっている。との答弁がありました。 

次に、議案第 61 号に対する質疑・答弁のう

ち、主なものについて申し上げます。 

議案の中で、施行期日で１条、２条という

改正を行うとしているが、法制事務上、これ

が一般的な条例改正の扱いなのか、との質疑

に対し、２つの施設それぞれ施行期日が違う

ということで、法制担当とどういう形で改正

の中身を組み立てるか協議をし、今回はこう

いう表示の仕方が望ましいという結果になっ

た。との答弁がありました。 
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次に、議案第 62 号に対する質疑・答弁につ

いて申し上げます。 

障がい児保育における特別支援的な対応に

ついて、この法改正等によりさらに強化、充

実されるということになるのか、との質疑に

対し、障がい児の保育については、家庭的保

育事業等の設備及び運営に関して、４事業が

想定されており、居宅訪問型保育事業という

ことで、１対１の障がい児保育にも対応する

ということになっている。との答弁がありま

した。 

次に、議案第 64 号に対する質疑・答弁につ

いて申し上げます。 

認定こども園の実態について、との質疑に

対し、平成 25 年４月から認定こども園を開設

し、短時間保育については定員５名で、入所

率 100％を満たしており、教育と保育の連携

した、また、地域とも連携した中で保育を実

施していることから、良好な状態であると判

断している。と答弁がありました。 

次に、議案第 65 号に対する質疑・答弁のう

ち、主なものについて申し上げます。 

初めに、事務委託に関して、岩見沢市に委

託するということだが、委託に係る事務費と

いうのは、どの程度になると見込んでいるの

か、との質疑に対し、事務費そのものについ

ての費用の発生はないが、委託料については、

今の試算では、年間 7,000万程度を予定して

いる。との答弁。 

次に、美唄市においては、毎年人口が減少

していることにより、ごみの量も減少すると

考えるが、委託料の見直しはどのように図っ

ていくのか、との質疑に対し、委託料におけ

る燃料費、光熱費等は、変動が大きければそ

の時に見直しをかけながら算出することとな

っており、負担金に関しても、毎年ごみの量

に応じて見直しをすることとなっている。と

の答弁がありました。 

なお、議案第 63 号についての質疑はありま

せんでした。 

結果といたしまして、議案第 59 号ないし議

案第 65 号の７件は、原案のとおり可決すべき

ものと決定をいたしました。 

本委員会の決定どおり、ご承認いただきま

すようお願い申し上げまして、報告を終わり

ます。 

●議長内馬場克康君 次に、議案第 66 号及び

議案第 68 号の以上２件について、五十嵐予算

審査特別委員長。 

●予算審査特別委員長五十嵐聡議員（登壇）  

 ただいま議題となりました、議案第 66 号平

成 26 年度美唄市一般会計補正予算(第８号)

及び議案第 68号平成 26年度美唄市一般会計

補正予算(第９号)の以上２件について、予算

審査特別委員会の審査の経過並びに結果を一

括ご報告申し上げます。 

経過といたしまして、12月 10 日、委員会

を招集して審査をいたしました。 

初めに、議案第 66 号の質疑・答弁のうち、

主なものについて申し上げます。 

初めに、「障がい児居宅生活支援費給付事

業」について、教育委員会で実施している放

課後児童施設と障がい児居宅生活支援費給付

事業のデイサービスとの関連について、また、

療育手帳等を持っている児童の放課後児童施

設の利用状況について、との質疑に対し、放

課後児童施設は、保護者の仕事等の理由によ

り、児童が学校の授業後に利用することがで
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きる学童保育であり、一方、デイサービスは、

療育手帳や身体障害者手帳、特別児童扶養手

当等の受給者で、相談支援事業計画に基づき、

受給者証を交付された児童が対象となってい

る。また、放課後児童施設利用者のうち、療

育手帳を受けている児童は６名、このうち、

デイサービス事業の受給者証を受給している

児童は５名で、実際にサービスを利用してい

る児童は１名となっている。との答弁。 

次に、「小学校大規模改修事業」及び「中学

校大規模改修事業」について、照明設備等の

落下防止対策にかかる工事の実施設計となっ

ているが、照明器具に関しては、省エネ・省

電力に向けた取り組みとして、学校を含む公

共施設等のＬＥＤ化について検討しているの

か、との質疑に対し、公共施設等のＬＥＤ化

については、今後、費用対効果等を踏まえて

検討していきたい。また、町内会の街路灯に

ついては、新年度からの助成に向けて検討し

ている。との答弁。 

次に、実施設計及び工事の委託先について、

市内業者に発注するのか、また、今後の工事

等のスケジュールと他の体育施設の耐震化に

ついて、との質疑に対し、実施設計は、市内

に非構造部材の実施設計ができる業者がいな

いため、市外業者に発注するが、耐震化工事

については、市内業者を考えており、実施設

計の委託入札を平成 27年１月に行い、工事期

間は平成 27年７月から平成 28 年３月末を予

定している。また、他の体育施設の耐震診断

等は実施していないため、今後の検討課題と

して考えたい。との答弁。 

次に、議案第 68 号の質疑・答弁のうち、主

なものについて申し上げます。 

子宮頸がん予防ワクチン接種後の副反応に

対する医療費等の支援について、横浜市以外

で行政独自に支援をしている自治体はあるの

か、また、本市は、平成 27 年１月１日以降の

医療費を給付対象としているが、横浜市など

独自支援を実施している他の自治体も同様の

対応となっているのか、との質疑に対し、茨

城県の牛久市で支援を実施しており、道内で

は恵庭市で準備を進めている。また、横浜市

と牛久市については、過去２年間にさかのぼ

って医療費等の支援を実施している。との答

弁がありました。 

結果といたしまして、議案第 66 号及び議案

第 68 号の以上２件は、いずれも原案のとおり

可決すべきものと決定いたしました。 

本委員会の決定どおり、ご承認をいただき

ますようお願いを申し上げまして、ご報告を

終わります。 

●議長内馬場克康君 これより議案第 57 号

及び議案第 58号の以上２件について、一括質

疑を行います。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

これをもって一括質疑を終結いたします。 

これより一括討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

これをもって一括討論を終結いたします。 

これより一括採決いたします。 

本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、議案第 57号美唄市放課後児童健全

育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例制定の件及び議案第 58号美唄市消防
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団員等公務災害補償条例の一部改正の件の以

上２件は、委員長報告のとおり決定されまし

た。 

これより請願第１号について質疑を行いま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

７番、吉岡文子議員。 

●７番吉岡文子議員（登壇） ただいま議題

となりました、請願第１号集団的自衛権を憲

法解釈変更で行使容認することに反対する請

願につきまして、討論に参加いたします。 

 委員長報告は、不採択ということでしたが、

私の立場は、委員長報告に対して反対の立場

です。以下、その理由と若干の意見を申し上

げます。 

国民の６割以上が反対している集団的自衛

権の行使です。もともと集団的自衛権行使は、

憲法上許されないとする政府見解は、ある日

突然政府が表明した、というものではなく、

半世紀を超える長い国会論戦の積み重ねを通

じて、定着・確定してきたものです。それを

国民多数の批判に耳を傾けることもなく、国

会でのまともな議論も行わず、与党だけの密

室協議で、一片の閣議決定によって覆すとい

うのは、憲法破壊のクーデターとも呼ぶべき

暴挙であるということを強く指摘しなければ

なりません。国会論戦を通じて、2001 年のア

フガニスタン報復戦争、2003年のイラク侵略

戦争のような戦争をアメリカが起こした際に、

自衛隊が従来の戦闘地域まで行って、軍事活

動をすることになることを安倍首相は認めま

した。攻撃されたら武器の使用をするという

ことも安倍首相は認めました。 

集団的自衛権行使とは、日本の国を守るこ

とでも、日本国民の命を守ることでもありま

せん。アフガン・イラク戦争のような戦争で、

アメリカ軍と自衛隊が肩を並べて戦争を行う、

海外で戦争をする国づくりこそ、その正体だ

ということがはっきりとしました。このこと

によって、国際社会の中で日本が失うものは

計り知れません。 

美唄市議会に託された今回の請願は、市民

の不安、怒りを表したものであり、極めて妥

当な請願だと考えます。現在、衆議院選挙の

真っ最中ですが、得票数と議席数が、ゆがん

だ形の小選挙区マジックで、平和憲法をかな

ぐり捨て、国民の目、耳、口を塞ぐ秘密保護

法とセットで、本格的に日本を戦争できる国

に変えようとする勢力が、国会で多数となる

という予測が報道されております。こういっ

た時期だからこそ、今回の請願を採択するこ

との意義は大きいと考えます。将来にわたり、

子ども、孫までに人間の一番愚かな行為と言

われている戦争というものを体験させないた

めにも、今こそ声を大きく上げなければなり

ません。 

願意妥当として、今回の集団的自衛権を憲

法解釈変更で行使容認することに反対する請

願が採択されるよう強く申し上げまして、委

員長報告に対して、反対の立場からの私の討

論を終わります。 

●議長内馬場克康君 これをもって討論を終

結いたします。 

 これより採決いたします。 

ご異議がありますので、起立により採決い

たします。 
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本件に対する委員長報告は、不採択であり

ます。 

本件は、委員長報告のとおり決することに

賛成の議員の起立を求めます。 

起立多数であります。 

よって、請願第１号集団的自衛権を憲法解

釈変更で行使容認することに反対する請願は、

委員長報告のとおり決定されました。 

これより、議案第 59 号ないし議案第 65 号

の以上７件について、一括質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

これをもって一括質疑を終結いたします。 

これより一括討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

これをもって一括討論を終結いたします。 

これより一括採決いたします。 

本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、議案第 59号美唄市国民健康保険条

例の一部改正の件ないし議案第 65号美唄市

の一般廃棄物処理事務委託の件の以上７件は、

委員長報告のとおり決定されました。 

これより、議案第 66 号及び議案第 68号の

以上２件について、一括質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

これをもって一括質疑を終結いたします。 

これより一括討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

これをもって一括討論を終結いたします。 

これより一括採決いたします。 

本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、議案第 66号平成 26年度美唄市一

般会計補正予算(第８号)及び議案第 68号平

成 26年度美唄市一般会計補正予算(第９号)

の以上２件は、委員長報告のとおり決定され

ました。 

 

●議長内馬場克康君 次に日程の第３、議案

第 67 号美唄市固定資産評価審査委員会

委員選任の件を議題といたします。 

本件に関し、提案理由の説明を求めます。

市長。 

●市長髙橋幹夫君（登壇） ただ今上程され

ました、議案第 67 号美唄市固定資産評価審査

委員会委員選任の件について、提案理由をご

説明申し上げます。 

本件は、山本哲司委員が 12 月 26 日をもっ

て任期満了となりますので、本市、固定資産

評価審査委員会委員として、新たに長谷川彰

徳氏を選任いたしたく、地方税法の規定によ

り、議会の同意を求めるものであります。 

よろしくご審議をお願いいたします。 

●議長内馬場克康君 お諮りいたします。 

ただいま提案理由の説明がありました、議

案第 67 号については、別にご発言もないよう

ですので、原案のとおり同意することにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、議案第 67号美唄市固定資産評価審

査委員会委員選任の件は、原案のとおり同意

することに決定されました。 
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●議長内馬場克康君 次に日程の第４、意見

書案第 26 号安全・安心の医療・介護の実現、

医療・介護従事者の大幅増員と処遇改善を求

める意見書ないし日程の第６、意見書案第 28

号難病や小児慢性特定疾病の患者の自己負担

の見直しを求める意見書の以上３件を一括議

題といたします。 

本件に関し、それぞれ提案理由の説明を求

めます。 

まず、意見書案第 26 号について、６番、森

川明議員。 

●６番森川明議員（登壇） ただ今議題とな

りました意見書案第 26号につきまして、案文

を朗読し、提案理由の説明にかえさせていた

だきます。 

 

 安全・安心の医療・介護の実現、医療・ 

介護従事者の大幅増員と処遇改善を求め 

る意見書 

 

2014年成立した「医療介護総合法」は、国

の公的責任を地方自治体と住民に転嫁するも

のにほかなりません。医療費抑制のため

病床・病院を削減し、病院から地域に追い出

された患者の受け皿は、地方自治体と住民の

自助・共助でというものです。ただでさえ厳

しい自治体財政と医療・介護従事者の人材確

保困難の中で、地域の医療と介護を崩壊させ

かねないものと考えます。介護分野でも要支

援者が利用できる訪問介護、通所介護などの

保険給付を外し「全国一律の保険給付から、

地域ごとの事業へ」と変容させることなどが

盛り込まれています。限られた介護保険財政

と人材の中でさらに自治体財政を圧迫するこ

とになります。 

 また、医療・介護の現場は現在も深刻な人

員不足の中、長時間・過密労働で疲弊しきっ

ています。2013年に日本医労連が実施した「看

護職員実態調査」（全国３万 2,372人、北海道

1,556人）によると、北海道では「慢性疲労」

73.7％、健康に「不安」「大変不安」は 60.2％

となっています。「仕事をやめたい」と 75％

の看護職員が思い、その理由の１位が「仕事

がきつい」、２位が「賃金が安い」でした。介

護職員も介護労働安定センターの「25 年度介

護労働実態調査」によれば、採用後１年未満

の離職率が４割におよび、労働条件の不満は

「人手が足りない」（45％）「賃金が低い」

（44％）と答え、事業者側も「人材確保がむ

ずかしい」（54％）「今の介護報酬では人材確

保・定着のために充分な賃金を払えない」

（45％）と答えています。医療・介護の崩壊

をくい止め、安全・安心な医療・介護を提供

する上でも大幅増員と賃金など処遇改善が急

務です。そして診療報酬・介護報酬の改善な

しには、増員も賃金・労働条件改善もないと

いって過言ではありません。 

 以上の趣旨から、下記事項について要望し

ます。 

 

記  

 

１．国の公的責任を自治体・住民に転嫁した

医療介護総合法について、自治体・住民に負

担をかけない対策を国の責任として講じるこ

と。 

２．安心・安全な医療・介護を実現するため

医師・看護師・介護職員を大幅にふやすこと。 
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３．国民（患者・利用者）の自己負担を軽減

し、必要な増員と処遇改善の財源が確保でき

る診療報酬・介護報酬に改善すること。 

以上、地方自治法第 99条の規定により、意

見書を提出します。 

平成 26 年 12月 12 日 

北海道美唄市議会 

 

なお、提出先は、案文記載のとおりであり

ますので、原案のとおり承認いただきますよ

うお願い申し上げまして、提案理由の説明を

終わらせていただきます。 

●議長内馬場克康君 次に、意見書案第 27 号

について、４番、丸山文靖議員。 

●４番丸山文靖議員（登壇） ただいま議題

となりました意見書案第 27 号につきまして、

案文を朗読し、提案理由の説明にかえさせて

いただきます。 

 

廃棄物焼却施設の解体に対する財政支援 

に関する意見書 

 

ダイオキシン類対策特別措置法により、ご

み処理の広域化が促がされる一方、多くの自

治体のごみ焼却施設が廃止され、本市におい

ても平成 14年に廃止されたまま現在に至っ

ています。 

廃止されたごみ焼却施設の解体については、

跡地に新たな廃棄物処理施設を整備すること

を条件に循環型社会形成交付金の対象となっ

ており、跡地利用を伴わない解体については

対象外となっています。 

また、解体・撤去に伴うダイオキシン類の

ばく露防止対策について、適切な対策が求め

られ、そのことにより工事費が増大し多大な

経費が必要となってきます。 

本市においても、施設解体に対し市民要望

が高まっていますが、多額な解体工事費が財

政を圧迫し、解体計画が立てられない状況が

続いており、しかも、施設の老朽化や災害等

により周辺環境に害悪を及ぼす恐れが懸念さ

れております。 

よって、国においては、施設解体・撤去に

対する地方自治体の財政負担の軽減に向け、

新たな国庫補助制度を早急に創設することを

強く要望します。 

以上、地方自治法第 99条の規定により、意

見書を提出します。 

平成 26 年 12月 12 日 

北海道美唄市議会 

 

なお、提出先は、案文記載のとおりであり

ますので、原案のとおり承認いただきますよ

うお願い申し上げまして、提案理由の説明を

終わらせていただきます。 

●議長内馬場克康君 次に、意見書案第 28 号

について、７番、吉岡文子議員。 

●７番吉岡文子議員（登壇） ただいま議題

となりました意見書案第 28 号につきまして、

案文を朗読し、提案理由の説明にかえさせて

いただきます。 

 

難病や小児慢性特定疾病の患者の自己負 

担の見直しを求める意見書 

 

原因がわからず効果的な治療法がない難病

と小児がんなど、子どもの慢性疾患への医療

費助成の対象拡大は、患者・家族が長年求め
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ていたものであり、この度の法制化は関係者

に歓迎されています。 

一方で新たな制度では、医療費の自己負担

割合を３割から２割に引き下げるものの、軽

症患者を対象から外し、これまで自己負担が

ゼロだった重症患者や住民税非課税世帯にも

自己負担を課し、所得に応じて最大で３万円

（小児慢性特定疾病は難病の２分の１、最高

で１万５千円）の負担、さらに入院時の食費

の負担増など、新たな負担を強いられる深刻

な問題を含んでいます。また、小児慢性特定

疾病は児童を対象にしているため、支援が 20

歳で打ち切られる問題を残しています。 

難病や小児慢性特定疾病の患者は、医療費

以外にも通院のための交通費や衛生材料の費

用等を長期にわたって負担しなければならな

いことが多く、医療費等の自己負担が増えれ

ば、受診を抑制する患者が出る懸念があり、

患者やその家族の生活が立ち行かなくなるお

それがあります。 

美唄市では、難病患者が 280 人、小児慢性

特定疾病患者が 23 人となっています。 

政府においては、難病や小児慢性特定疾病

の患者の自己負担を見直すよう強く求めるも

のです。 

 以上、地方自治法第 99条の規定により、意

見書を提出します。 

平成 26 年 12月 12 日 

北海道美唄市議会 

 

なお、提出先は、案文記載のとおりであり

ますので、原案のとおり承認いただきますよ

うお願い申し上げまして、提案理由の説明を

終わらせていただきます。 

●議長内馬場克康君 お諮りいたします。 

ただいま提案理由の説明がありました意見

書案第 26 号ないし意見書案第 28号の以上３

件については、別にご発言もないようですの

で、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、意見書案第 26号安全・安心の医

療・介護の実現、医療・介護従事者の大幅増

員と処遇改善を求める意見書ないし意見書案

第 28号難病や小児慢性特定疾病の患者の自

己負担の見直しを求める意見書の以上３件は、

原案のとおり可決されました。 

 

●議長内馬場克康君 以上をもちまして、今

期定例会に付議されました各案件は、全部議

了いたしました。 

これをもって、平成 26 年第４回美唄市議会

定例会を閉会いたします。 

 

    午前 １０時４５分  閉会 
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